
　
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
を
は
じ
め
る
と
、
日
本
が
自

動
的
に
ま
き
こ
ま
れ
る「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」

を
安
倍
自
公
政
権
は
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
共
産
党
市
議
団
は
、「
憲
法
９
条
を
持
つ
日
本

が
進
む
べ
き
道
で
は
な
い
」
と
質
し
ま
し
た
。

　
上
田
市
長
は
、「
憲
法
の
平
和
主
義
の
考
え
か

ら
す
る
と
、
集
団
的
自
衛
権
は
（
憲
法
）
の
限
界

を
超
え
た
解
釈
」
と
の
べ
ま
し
た
。

　

第
３
回
定
例
会
（
昨
年
９
月
19
日
〜
11
月
１
日
）
で
、

宮
川
潤
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
契
約
条
例
の
制
定
、福
祉
灯
油
な
ど
石
油
高
騰
対
策
、

国
保
料
引
き
下
げ
や
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
、
保
育

の
質
と
待
機
児
童
解
消
、
児
童
心
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
確

保
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
定
例
会（
昨
年
11
月
28
日
〜
12
月
12
日
）で
は
、

小
形
か
お
り
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
、
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
解
消
、
子
ど
も
の
発
達
と
権
利
の
保
障
、
過
大
規

模
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
解
決
と
指
導
員
の
処
遇
改
善
、
入
院

助
産
制
度
へ
の
支
援
、
景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。 

（
中
面
に
主
な
論
戦
を
紹
介
）

　
安
倍
自
公
政
権
が
強
行
し
た
秘
密
保
護
法
。

　
共
産
党
市
議
団
は
「
国
民
の
目
、
耳
、
口
を
ふ

さ
ぎ
重
罰
を
持
っ
て
言
論
を
封
じ
る
な
ど
、
憲
法

の
も
と
で
許
さ
れ
な
い
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　
上
田
市
長
は
、
国
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
「
非
常
に
危
な
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

　共産党市議団は昨年12月20日、上田文雄市長に2014年度予算への要
望書を提出しました。「国保料の１世帯１万円引き下げ」「保育所の待
機児童ゼロ」など、市民の切実な要望の実現を訴えました。
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日本共産党札幌市議団の活動と見解を紹介します。

2014年１・２月号外

日本共産党
札幌市議団

（
左
か
ら
）
池
田
さ
ん
、
村
上
さ
ん
、
吉
岡
さ
ん
、

紙
谷
さ
ん
、
小
形
市
議
、
田
中
さ
ん
、
井
上
市
議

伊
藤
市
議
、
宮
川
市
議

みなさんと協力・共同広げて

公共料金への安易な消費税転嫁、すべきでない

札幌市議会
第３回、第４回
定例会報告

い
の
ち
・
く
ら
し
守
る
市
政
へ

市民の切実な願い200項目、市長に予算要望

代表質問で上田市長の政治姿勢ただす

　秘密保護法が強行された前日
の12月5日、市民とともに反対
集会に参加しました。
　言論を抑圧し、日本を「アメ
リカとともに戦争する国」につ
くり変える秘密保護法は撤廃し
かありません。

秘密保護法許すな！撤廃の世論広げて
（
左
か
ら
）
井
上
市
議
、
池
田
さ
ん

吉
岡
さ
ん
、
伊
藤
市
議
、
紙
谷
さ
ん

村
上
さ
ん
、
宮
川
市
議

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は

憲
法
の
限
界
こ
え
る

秘
密
保
護
法
は
国
民
の
権
利

を
侵
害
、「
非
常
に
危
険
」

〈ホームページの「日本共産党の提案・見解」に全文を掲載しています　www.jcp-sapporo.jp/〉


